
３つのテーマについて平成の30年間を振り返ってみましょう。

低炭素・エネルギー

生活環境

廃棄物

低炭素社会を目指す動き、地球温暖化・エネルギー問題などについて

公害問題、身近な生活環境、多様な生物との共存について

廃棄物の処理・リサイクルなどについて

巻頭特集：大阪版平成の環境年表 ～平成の大阪、未来の大阪～

はじめに

第１章 平成を振り返る

皆さんにとって平成はどんな時代でしたか？まもなく平成という元号が改められ、新たな時代を迎えま

す。大阪の環境の歴史を振り返ると、古くは明治時代から騒音・振動・汚水・ばい煙といった公害問題が

発生しました。昭和40年代には経済の発展に伴い公害問題が深刻化し、生活環境・自然環境の重要性が府

民に浸透してきました。その後、地球温暖化など、環境問題は複雑化・多様化し、それまでの工場等と住

民の間にあった加害者と被害者という対立関係から、誰もが加害者でもあり、被害者でもあるという構造

に変化してきました。

そこで、今回の特集では、「低炭素・エネルギー」「生活環境」「廃棄物」の３つのテーマについて、

第１章で平成の30年間を振り返り、第２章で2100年の大阪について環境がどう変わっているかを考えま

す。

この巻頭特集を通じて皆さんが大阪の環境の歴史を知り、未来を一緒に考えることで環境に興味をもっ

ていただきたいと思います。

公害問題と言えば大気汚染や水質汚濁など地域の問題が中心でしたが、昭和５０年代には酸性雨の問題、
昭和６０年代にはオゾン層の問題が顕在化し始め、地球規模の環境問題への取組みが必要となってきま
した。
エネルギー利用については、石炭から石油さらに天然ガスへとシフトしていきました。また、「省エネ
ルギー」の重要性が認識され始めました。

戦後の高度経済成長期、工業の発展に伴い様々な公害が問題となりました。これらへの対策が進む一方で、
大量消費・大量廃棄の生活が定着し、問題は都市生活型公害へと変化しました。

昭和までの状況

江戸時代の日本では都市部で発生したし尿が買い取られ、農村部で肥料として循環されていました。明
治時代以降、ごみの増加やそれに伴う最終処分場の不足など数々の課題が発生してきました。

昭和までの状況

昭和までの状況
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ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
ま
で
に

新
た
な
「
議
定
書
あ
る
い
は
法
的
文
書
」
に

合
意
す
る
こ
と
等
が
決
定
。

Ｈ
４

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
１
回

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
）
の
開
催

平成

社
会
に
関
す
る
出
来
事
＆
大
阪
ニ
ュ
ー
ス

平成５年（１９９３年）

環
境
に
関
す
る
出
来
事

低
炭
素
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

生
活
環
境

廃
棄
物

昭
和
か
ら
平
成
に
改
元
。
（
平
成
元
年
１
月
８
日
）

北
区
と
大
淀
区
が
合
区
し
て
北
区
が
誕
生
し
、
東
区
と
南
区
が
合
区

し
て
、
中
央
区
が
誕
生
。

大
阪
市
の
区
体
制
変
更
（
平
成
元
年
２
月
１
３
日
）

消
費
税
法
の
施
行
。
（
平
成
元
年
４
月
１
日
）

「
花
と
緑
と
人
間
生
活
の
か
か
わ
り

を
と
ら
え
２
１
世
紀
へ
向
け
て
潤
い
の

あ
る
豊
か
な
社
会
の
創
造
を
め
ざ
す
」

を
テ
ー
マ
に
、
８
３
ヶ
国
と
５
５
の
国

際
機
関
が
参
加
し
、
特
別
博
覧
会
史
上

最
高
の
総
来
場
者
数
を
記
録
。

国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
（
平
成
２
年
４
月
１
日
～
９
月
３
０
日
）

海
遊
館
の
開
業
（
平
成
2
年
7
月
２
０
日
）

バ
ブ
ル
景
気
が
崩
壊
。
（
平
成
３
年
～
５
年
ご
ろ
）

▶
写
真
１

国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
会
場

持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
た
地
球
規
模
で

の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
に
向

け
た
リ
オ
宣
言
と
、
こ
の
宣
言
の
諸
原
則
を

実
施
す
る
た
め
の
行
動
計
画
で
あ
る
「
ア

ジ
ェ
ン
ダ
２
１
」
を
合
意
。

Ｈ
４

国
連
環
境
開
発
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
の
開
催

自
動
車
排
出
ガ
ス
中
の
Ｎ
Ｏ
ｘ

（
窒
素
酸
化
物
）
の
総
量
を
削
減

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
。

Ｈ
４

自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
法
の
制
定

廃
棄
物
の
排
出
抑
制
と
再
資
源
化
を
目
的

に
追
記
。

Ｈ
３

廃
棄
物
処
理
法
の
改
正

資
源
の
有
効
な
利
用
の
確

保
を
図
り
、
大
量
生
産
・
大

量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の
社

会
シ
ス
テ
ム
か
ら
脱
却
す
る

た
め
に
制
定
。

Ｈ
３

再
生
資
源
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
の
制
定

世
界
で
初
め
て
高
輝
度
の
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
発
明
さ
れ
、
実
用
化
。

（
平
成
５
年
１
１
月
）

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
光
源
の
ひ
と
つ
で
す
。

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
登
場
に
よ
り
、
様
々
な
色
の
光
を
作
り
出

す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
赤
崎
勇
教
授
、
天

野
浩
教
授
、
中
村
修
二
教
授
の
３
名
に
は
、
平
成
２
６
年

に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

☆
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
は
？

大
迫
力
の
巨
大
水
槽
で
環
太
平
洋
を
表
現
す
る
世
界
最
大
級
の
水
族
館

が
大
阪
市
港
区
に
誕
生
。

Ｈ
２

大
阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
湾
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
）
の

廃
棄
物
受
け
入
れ
開
始

持
続
的
成
長
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題

の
同
時
解
決
を
目
指
し
策
定
。

Ｈ
５

「
ニ
ュ
ー
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
」
発
表

Ｈ
３

「
Ｎ
ｅ
ｗ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

２
１
」
（
大
阪
府
新
環
境
総
合
計
画
）
の
策
定

生
物
多
様
性
条
約
の
採
択

地
球
規
模
で
生
物
多
様
性
の
保
全
を
目

指
す
も
の
で
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
署
名
が

開
始
。

Ｈ
５

環
境
基
本
法
の
制
定

☆
公
害
対
策
基
本
法
と
環
境
基
本
法

公
害
対
策
基
本
法
は
、
水
俣
病
や
四
日
市
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
公
害
問
題
に
対
処
す
べ
く
昭
和

４
２
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
公
害
問
題
が
よ
り
複
雑
化
し

た
結
果
、
環
境
に
関
す
る
分
野
に
つ
い
て
の
国
の
政
策
の
基
本
的
な
方
向
を
示
す
も
の
と
し
て
、

環
境
基
本
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

▶
写
真
２

海
遊
館
の
外
観

写
真
３

尼
崎
沖
埋
立
処
分
場
▶

ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
地
球
環
境
問
題
を
人
類
共
通
の
課
題

と
位
置
付
け
、
「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
い
う
理
念
の
下
に
環
境
と
開
発
の
両
立
を
目
指
し
開
催
。

Ｈ
２

大
阪
府
環
境
保
全
基
金
の
設
置

環
境
の
保
全
に
関
す
る
知
識
の
普
及
と
環
境
保
全
活
動
の
推
進
を
目
的
に
、
個
人
・
企

業
・
団
体
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
を
基
金
に
積
み
立
て
、
大
阪
の
豊
か
な
環
境
の
保
全
や

創
造
の
た
め
の
様
々
な
事
業
に
活
用
。

Ｈ
２

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

（
毎
月
２
０
日
）
の
開
始

車
社
会
の
進
展
に
伴
い
深
刻
化
し
て
い
る
交
通
渋
滞
、

違
反
駐
車
、
窒
素
酸
化
物
に
よ
る
環
境
汚
染
等
の
問
題
を

解
消
す
る
た
め
に
開
始
。

大
阪
湾
圏
域
か
ら
発
生
す
る
廃

棄
物
を
適
正
に
埋
立
処
分
し
、
生

活
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
、
埋

め
立
て
た
土
地
を
活
用
し
て
港
湾

の
秩
序
あ
る
整
備
を
す
る
こ
と
を

目
的
に
尼
崎
沖
で
受
入
開
始
。

鶴
見
緑
地
で
国
際
博
覧
会
が
開
催
。

海
遊
館
で
は
、
多
様
な
生
物
の
飼
育
だ
け
で

な
く
、
一
般
の
参
加
者
を
交
え
た
大
阪
湾
に
関

す
る
調
査
研
究
や
環
境
活
動
、
学
習
会
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
館
内
で
は
関
西
の

水
域
環
境
に
着
目
し
た
企
画
展
示
を
不
定
期
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
海
遊
館
を
通
じ
て
、
大
阪

湾
の
中
を
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

★
コ
ラ
ム
１

「
海
遊
館
と
大
阪
湾
」

地
方
自
治
体
で
も
再
生
利
用
推
進
へ
の
積

極
的
な
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
。
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平成元年（19８９年） ～

府 府 府

府

府
このマークは環境に関する出来事のうち、大阪府の取組み

や府域で起こった出来事など、府と関係が深い項目です。



京
都
で
開
催
さ
れ
、
日
本
が
議

長
を
務
め
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
に
お
い
て

先
進
国
の
拘
束
力
が
あ
る
削
減
目

標
（
２
０
０
８
年
～
２
０
１
２
年

の
５
年
間
で
１
９
９
０
年
に
比
べ

て
日
本
６
％
、
米
国
７
％
、
Ｅ
Ｕ

８
％
等
）
を
規
定
。

Ｈ
９

京
都
議
定
書
の
採
択

Ｈ
１
０

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
の
制
定

関
西
国
際
空
港
の
開
港
（
平
成
６
年
９
月
４
日
）

大
阪
府
に
お
い
て
も
被
害
は
大
き
く
特
に

豊
中
市
で
は
、
死
者
１
１
名
、
負
傷
者
２
千

４
９
６
名
（
平
成
８
年
１
２
月
３
１
日
現

在
）
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
平
成
７
年
１
月
１
７
日
）

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
か
ら
、
世
界
で
初
め
て
の
量
産
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
「
プ
リ
ウ
ス
」
が
発
売
。
（
平
成
９
年
１
２
月
１
０
日
）

▲
写
真
５

神
戸
市
内
で
の
状
況

★
コ
ラ
ム
２

「
関
西
国
際
空
港
と
大
阪
湾
」

人
工
島
の
周
り
に
は
藻
場
造
成
の

た
め
石
や
ブ
ロ
ッ
ク
が
な
だ
ら
か
に

積
み
上
げ
ら
れ
た
緩
傾
斜
護
岸
が
作

ら
れ
て
お
り
、
関
空
そ
の
も
の
が
大

き
な
漁
礁
と
し
て
多
様
な
生
物
の
命

を
支
え
て
い
ま
す
。

府
や
事
業
者
、
府
民
の
責
務
を
明
ら
か
に

し
、
府
の
施
策
の
推
進
、
公
害
防
止
の
た
め

の
規
制
を
行
い
、
府
民
が
健
康
で
豊
か
な
生

活
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的

に
制
定
。

Ｈ
６

大
阪
府
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定

豊
能
町
と
能
勢
町
で
共
同
運
営
す
る
ご
み
処

理
施
設
内
と
そ
の
周
辺
で
高
濃
度
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
が
検
出
。

Ｈ
９

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題

☆
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
は

有
機
塩
素
化
合
物
の
一
種
で
、
も
の
が

燃
焼
す
る
過
程
に
お
い
て
非
意
図
的
に
生

成
し
ま
す
。
多
量
の
暴
露
で
は
、
発
が
ん

の
促
進
や
生
殖
機
能
等
へ
の
影
響
が
あ
る

こ
と
が
動
物
実
験
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
と
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
、

食
品
が
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
い
い
ま

す
。
店
や
家
庭
な
ど
で
発
生
し
、
日
本
全
体

で
は
年
間
約
６
４
６
万
ト
ン
（
平
成
２
７
年

度
実
績
）
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

国
連
に
よ
る
世
界
全
体
の
食
料
援
助
量
約
３

２
０
万
ト
ン
（
平
成
２
７
年
度
実
績
）
の
倍

以
上
の
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
こ
れ
を
削
減
す
る
取
組
み
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
食
材
等
の
買
い

物
の
際
に
は
確
実
に
使
い
切
れ
る
だ
け
を
購

入
す
る
、
外
食
の
時
に
は
食
べ
切
れ
る
分
だ

け
を
注
文
す
る
な
ど
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

★
コ
ラ
ム
４

「
み
ん
な
で
減
ら
そ
う
！
“
食
品
ロ
ス
”
」

Ｈ
７

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
制
定

大
和
川
は
、
平
成
１
７
年
か
ら
３
年
連
続

で
１
級
河
川
中
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
に
な
る

ほ
ど
、
汚
い
川
と
し
て
有
名
で
し
た
。

★
コ
ラ
ム
３

「
き
れ
い
に
な
っ
た
大
和
川
」

Ｈ
７

大
阪
府
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
推
進
計
画
の
策
定

太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
等
を

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、

加
速
的
導
入
を
目
指
す
。

Ｈ
９

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
の
制
定

Ｈ
８

大
阪
府
分
別
収
集
促
進
計
画

の
策
定

Ｈ
８

大
和
川
水
環
境
サ
ミ
ッ
ト

平成１０年（１９９８年）

Ｈ
１
０

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
制
定

長
野
県
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
。

（
平
成
１
０
年
２
月
７
日
～
２
２
日
）

Ｈ
９

環
境
影
響
評
価
法
の
制
定

大
阪
府
環
境
審
議
会
設
置

豊
か
な
環
境
づ
く
り
大
阪
府
民
会
議
設
置

Ｈ
６

２
０
１
０
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
設
定
。

府
内
に
お
け
る
容
器
包
装
廃
棄
物
の
発
生

抑
制
や
再
商
品
化
率
の
向
上
な
ど
循
環
型
社

会
の
実
現
を
目
指
す
計
画
。

家
庭
ご
み
の
約
6
割
を
占
め
る
容
器
包
装

廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
法
律
。

家
電
製
品
（
エ
ア
コ
ン
、
テ

レ
ビ
、
冷
蔵
庫
な
ど
）
か
ら
、

有
用
な
部
分
や
材
料
を
リ
サ
イ

ク
ル
し
、
廃
棄
物
の
減
量
と
、

資
源
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る

た
め
の
法
律
。

大
阪
府
で
は
、
「
大
阪

府
食
品
ロ
ス
削
減
事
例

集
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向

け
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

Ｈ
６

大
阪
府
環
境
基
本
条
例
の
制
定

環
境
権
を
前
文
で
宣
言
し
、
環
境
基
本
法
の
「
環
境
の
保
全
」
に
加
え
、
都
市
環
境
、

歴
史
的
文
化
的
環
境
に
ま
で
環
境
の
範
囲
を
広
げ
る
等
を
特
徴
と
し
た
基
本
条
例
を
制
定
。

▶
写
真
４

開
港
当
時
の
関
西
国
際
空
港

▶
写
真
６

大
和
川
水
域

の
石
見
川

画
像
１

大
阪
府
食
品
ロ
ス
削
減
事
例
集
▶

し
か
し
、
下
水
道
の
整
備

や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及

な
ど
の
生
活
排
水
対
策
の
推

進
に
よ
り
、
平
成
２
０
年
以

降
、
測
定
地
点
全
て
で
環
境

基
準
を
達
成
し
て
お
り
、
平

成
２
２
年
、
２
３
年
に
は
、

「
過
去
１
０
年
間
で
水
質
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
て
い
る
河

川
」
で
全
国
第
１
位
な
り
ま

し
た
。

世
界
全
体
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
。

人
工
島
に
は
海
の
環
境
に
配
慮
し
た

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
豊
か
な
海
の
創
生
に
は
多

く
の
生
き
物
の
餌
や
住
処
と
な
る
海
藻

の
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

大
阪
府
泉
佐
野
市
、
泉

南
市
及
び
泉
南
郡
田
尻
町

の
２
市
１
町
の
沖
合
に
造

ら
れ
た
人
工
島
に
開
港
。

神
戸
市
を
中
心
と
し
た
阪
神
・
淡
路
地
域

に
甚
大
な
被
害
を
与
え
、
死
者
６
千
４
３
４

名
、
行
方
不
明
者
３
人
、
負
傷
者
４
万
３
千

人
７
９
２
名
（
平
成
１
８
年
５
月
１
９
日
現

在
）
。

兵
庫
県
淡
路
島
北
部
で
震
度
７
を
記
録
。

対
象
ガ
ス

二
酸
化
炭
素
、
一
酸
化
二
窒
素
、
メ
タ
ン
、

Ｈ
Ｆ
Ｃ
、
Ｐ
Ｆ
Ｃ
、
Ｓ
Ｆ
6
。

☆
京
都
議
定
書
と
は
？

先
進
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に
つ
い
て
、

法
的
拘
束
力
の
あ
る
数
値
目
標
を
各
国
ご
と
に

設
定
し
ま
し
た
。
先
進
国
全
体
で
、
２
０
０
８

年
か
ら
２
０
１
２
年
ま
で
の
約
束
期
間
に
、
基

準
年
の
排
出
量
か
ら
５
・
２
％
削
減
す
る
こ
と

を
約
束
し
、
日
本
は
6
％
の
削
減
を
約
束
し

ま
し
た
。
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み
ん
な
で
も
っ
と
き
れ
い
な
大
和
川
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
！

Ｈ
１
０

大
阪
府
環
境
影
響
評
価
条
例
の
制
定

府 府 府

府 府 府
府

府

府



ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
の
開
業

（
平
成
１
３
年
３
月
３
１
日
）

新
紙
幣
二
千
円
札
の
発
行
。
（
平
成
１
２
年
７
月
１
９
日
）

新
エ
リ
ア
お
よ
び
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
増
設
に

伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
大
に
対
応
す
べ
く
、

高
効
率
照
明
へ
の
転
換
や
高
効
率
空
調
機
器
を
採

用
す
る
な
ど
よ
り
効
率
の
良
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

の
促
進
に
も
取
組
む
。

国
内
で
初
め
て
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
の
発
生
を
確
認
。

（
平
成
１
３
年
9
月
１
０
日
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
。

（
平
成
１
５
年
１
１
月
１
日
）

完
全
学
校
週
５
日
制
の
下
、
教
育
内
容
の
厳
選
・
授
業
時
間
の
縮
減
を
実
施
。

（
平
成
１
４
年
４
月
）

Ｈ
１
４

京
都
議
定
書
の
批
准

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
環
境
汚
染
の
防

止
や
そ
の
除
去
等
を
す
る
た
め
に
基
準
を
定

め
、
国
民
の
健
康
の
保
護
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
制
定
。

Ｈ
１
１

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措

置
法
の
制
定

★
コ
ラ
ム
６

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
量
は

約
９
８
％
減
少
」

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
無
害
化
・
分
解
す
る

技
術
、
焼
却
施
設
の
整
備
、
規
制
の
強
化
な

ど
を
行
っ
た
結
果
、
平
成
２
３
年
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
排
出
量
は
、
平
成
９
年
に
比
べ

て
、
約
９
８
％
減
少
し
ま
し
た
。

Ｈ
１
３

自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
の
制
定

土
壌
汚
染
の
調
査
や
、
土
地
の
適
切
な
管
理

の
仕
方
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
法
律
。

法
で
は
、
有
害
物
質
を
含
む
土
壌
を
直
接
口

や
肌
か
ら
摂
取
す
る
リ
ス
ク
や
、
有
害
物
質
が

地
下
水
に
溶
け
出
し
て
、
そ
の
地
下
水
を
飲
む

こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
よ
る
健
康
被
害
の
防
止
が
目
的
。

Ｈ
１
４

土
壌
汚
染
対
策
法
の
制
定

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の

経
済
社
会
か
ら
脱
却
し
、
物
質
の
効
率
的
な

利
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

資
源
の
消
費
が
抑
制
さ
れ
、
環
境
へ
の
負
荷

が
少
な
い
「
循
環
型
社
会
」
を
形
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
制
定
。

Ｈ
１
２

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
・

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
制
定

Ｈ
１
２

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法

の
制
定

一
般
廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
両
方
に
関
し

て
、
府
内
か
ら
発
生
す
る
廃
棄
物
の
最
終
処

分
量
を
平
成
９
年
度
の
お
お
む
ね
半
分
に
す

る
と
い
う
目
標
を
策
定
。

Ｈ
１
４

大
阪
府
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定

壁
面
の
赤
と
黄

色
の
ス
ト
ラ
イ
プ

は
工
場
の
内
部
で

燃
焼
す
る
炎
を
表

現
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
に

は
廃
棄
物
の
焼
却

の
様
子
を
見
ら
れ

る

プ

ラ

ン

ト

ツ

ア
ー
等
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

★
コ
ラ
ム
７

「
舞
洲
工
場
の
完
成
」

Ｈ
１
４

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
制
定

日
本
と
韓
国
の
2
ヶ
国
に
お
い
て
ア
ジ
ア
で
初
め
て
の

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
。

（
平
成
１
４
年
５
月
３
１
日
～
６
月
３
０
日
）

大
阪
市
此
花
区
に
あ
る
芸
術
的
な
建
築
物

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
遊
園
地
？
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
？
実
は
廃
棄
物
の
焼
却
場
な
ん
で
す
！

従
来
の
Ｎ
Ｏ
ｘ
へ
の
対
策
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｍ
の

削
減
も
目
指
す
た
め
に
こ
の
法

律
が
制
定
。

平成１５年（２００３年）

Ｈ
１
３

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
特
別
措
置
法
の
制
定

Ｈ
１
2

大
阪
府
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
推
進
計
画
の
改
定

Ｈ
１
３

大
阪
府
グ
リ
ー
ン
調
達
方
針

の
策
定

Ｈ
１
４

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
の
制
定

Ｈ
１
５

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
策
定

Ｈ
１
４

大
阪
２
１
世
紀
環
境
総
合
計
画
の
策
定

Ｈ
１
１

府
庁
本
庁
舎
に
お
い
て

環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
認
証
取
得

Ｈ
１
１

自
動
車
の
燃
費
基
準
や
電
子
機
器
の

省
エ
ネ
基
準
に
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
導
入

▲
写
真
７

シ
ン
ボ
ル
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
グ
ロ
ー
ブ

▶
写
真
８

工
場
の
外
観

大
阪
市
此
花
区
で
開
業
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
テ
ー
マ
に
し
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
平
成
２
６
年
に
は
映
画
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ

タ
ー
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
エ
リ
ア
、
平
成
２
９
年
に
は
「
ミ
ニ
オ
ン
・

パ
ー
ク
」
を
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
を
集
客
。

Ｈ
１
３

環
境
省
の
発
足

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
環
境
庁
の
任
務
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
厚
生
省
の
所
管
で
あ
っ
た
廃
棄
物
部
門
が

移
行
さ
れ
、
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
を
一
元
化
。
（
平
成
１
３
年
１
月
６
日
）

平成

社
会
に
関
す
る
出
来
事
＆
大
阪
ニ
ュ
ー
ス

環
境
に
関
す
る
出
来
事

低
炭
素
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

生
活
環
境

廃
棄
物

近
年
、
年
を
経
る
ご
と
に
桜
の
開
花
時

期
が
早
ま
っ
て
い
ま
す
。
原
因
に
は
桜
の

開
花
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
地
球
温
暖
化
の
影
響

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

開
花
が
早
く
な
る
流
れ
が
止
ま
ら
な
け
れ

ば
近
い
将
来
、
春
に
桜
が
見
ら
れ
な
く
な

る
地
域
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

★
コ
ラ
ム
５

「
地
球
温
暖
化
で
桜
が

開
花
し
な
く
な
る
！
？
」

お
花
見
の
文
化
を
残
す
た
め

に
も
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！
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大
正
１
４
年
以
来
７
９
年
ぶ
り
に
国
内
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
発
生
。
（
平
成
１
６
年
１
月
１
２
日
）

新
潟
県
中
越
地
方
で
震
度
７
を
記
録
し
、
死
者
６
８
名
、
負
傷
者
４
千
１

７
２
名
（
平
成
２
１
年
１
０
月
２
１
日
現
在
）
。

現
行
の
１
万
円
、
５
千
円
、
千
円
の
新
紙
幣
が
発
行
。

（
平
成
１
６
年
１
１
月
１
日
）

愛
知
県
で
日
本
国
際
博
覧
会
（
愛
知
万
博
）
が
開
催
。

（
平
成
１
７
年
３
月
２
５
日
～
９
月
２
５
日
）

兵
庫
県
尼
崎
市
で
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
が
発
生
。

（
平
成
１
７
年
４
月
２
５
日
）

第
1
回
東
京
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
。
国
内
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
し
て
は
当
時

と
し
て
は
最
多
の
３
万
８
７
０
人
の
参
加
者
を
記
録
。

（
平
成
１
９
年
２
月
１
８
日
）

一
般
向
け
緊
急
地
震
速
報
の
運
用
を
開
始
。

（
平
成
１
９
年
１
０
月
1
日
）

大
阪
を
代
表
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
く
い
だ
お
れ
太
郎
」
が
一
時
道
頓
堀
か
ら

姿
を
消
す
（
翌
年
７
月
に
同
じ
道
頓
堀
の
「
中
座

く
い
だ
お
れ
ビ
ル
」
に
復
活
）
。

１
９
０
０
年

か
ら
の
１
０
０

年
間
で
大
阪
で

は
年
平
均
気
温

が
２
・
１
度
上

昇
し
て
お
り
、

全
国
平
均
の
１

度
を
上
回
る
速

さ
で
温
暖
化
が

進
行
し
て
い
ま

す
。
こ
の
差
の

１

・

１

度

は

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
の
影
響
だ

と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
量
に
使
用
す
る
事
業
者

等
に
対
し
、
温
暖
化
対
策
の
計
画
や
報
告
の

届
出
な
ど
を
義
務
付
け
。

★
コ
ラ
ム
８

「
大
阪
は
暑
い
！
？
」

Ｈ
１
８

大
阪
府
温
暖
化
の
防
止
等
に

関
す
る
条
例

気
候
変
動
に
関
す
る
科
学
者
の
集
ま
り
で

あ
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
」
は
、
第
4
次
評
価
報
告
書

の
中
で
、
「
温
暖
化
に
は
疑
う
余
地
が
な

い
」
と
断
定
。

Ｈ
１
９

「
温
暖
化
に
は
疑
う
余
地
が
な
い
！
」

海
外
か
ら
日
本
へ
持
ち
込
ま
れ
、
日
本
の

生
態
系
を
乱
す
お
そ
れ
の
あ
る
外
来
生
物
の

取
扱
い
規
制
及
び
防
除
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
制
定
。

Ｈ
１
６

外
来
生
物
法
の
制
定

ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
た
資
材
を
製
造
し

て
い
た
業
者
で
、
製
造
に
携
わ
っ
て
い
た
従

業
員
や
、
周
辺
住
民
が
被
害
を
受
け
て
い
た

こ
と
が
判
明
。

Ｈ
１
７

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
よ
る

健
康
被
害
問
題

生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
可
能

な
利
用
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
・

計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
豊
か

な
生
物
多
様
性
を
保
全
し
、
そ
の
恵

み
を
将
来
に
わ
た
り
享
受
で
き
る
自

然
と
共
生
す
る
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
制
定
。

Ｈ
２
０

生
物
多
様
性
基
本
法
の
制
定

☆
ア
ス
ベ
ス
ト
と
は

し
か
し
、
繊
維
が
肺

に
突
き
刺
さ
っ
た
り
す

る
と
肺
が
ん
な
ど
の
原

因
に
な
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
使
用
が
制

限
、
禁
止
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

★
コ
ラ
ム
９

「
生
物
多
様
性
を
守
る
に
は
」

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
い

い
で
し
ょ
う
か
。
国
連
生
物
多
様
性
の
１
０

年
日
本
委
員
会
で
は
、
「
Ｍ
ｙ
行
動
宣
言
」

と
し
て
私
た
ち
が
日
常
生
活
の
中
で
出
来
る

５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

当
時
大
阪
府
で
は
、
一
般
廃
棄
物
の
排
出

量
が
全
国
２
位
、
一
人
一
日
当
た
り
排
出
量

が
全
国
１
位
と
、
廃
棄
物
の
大
量
排
出
な
ど

が
課
題
。

こ
の
方
針
で
は
、
府
民
や
事
業
者
へ
の
意

識
醸
成
・
行
動
促
進
、
技
術
革
新
の
促
進
、

不
適
正
処
理
撲
滅
な
ど
に
よ
り
、
循
環
型
社

会
の
形
成
を
目
指
し
た
。

Ｈ
１
５

大
阪
府
循
環
型
社
会
形
成
推
進

条
例
の
制
定

☆
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
と
は
？

化
学
的
に
安
定
で
電
気
絶
縁
性
が
高
い
な
ど
、

工
業
的
に
優
れ
た
化
合
物
で
し
た
が
、
難
分
解

性
、
生
物
蓄
積
性
・
濃
縮
性
、
揮
散
・
移
動
性

な
ど
の
性
質
と
、
不
純
物
の
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
（
ポ
リ

塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
）
と
の
複
合
的
な
作
用

に
よ
り
、
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
の
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
昭
和
４
７
年
通
産
省
に
よ

り
製
造
中
止
、
回
収
等
が
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
国
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｂ

廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
を
実
施
。

Ｈ
１
８

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
大
阪
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄

物
処
理
の
開
始

課
題
に
な
っ
て
い
る
大
量
廃
棄
物
、
有
害
廃

棄
物
、
不
適
正
処
理
の
悪
質
化
・
巧
妙
化
等
の

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、

最
終
処
分
廃
棄
物
の
削
減
と
適
正
処
理
、
府

民
・
事
業
者
・
市
町
村
と
の
連
携
等
を
定
め
る
。

Ｈ
１
８

大
阪
府
廃
棄
物
処
理
計
画

の
改
定

平成２０年（２００８年）

Ｈ
１
６

大
阪
府
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

対
策
推
進
計
画
の
策
定

Ｈ
１
７

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
ス
タ
ー
ト

冷
房
時
の
室
温
を
２
８
度
で
快

適
に
過
ご
せ
る
軽
装
や
取
組
み
。

ア
メ
リ
カ
の
投
資
銀
行
で
あ
る
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
が
経
営
破
綻
。
こ
れ
が
引
き
金
と
な
り
世
界
規
模
の
金
融
危
機
、
い

わ
ゆ
る
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」
が
発
生
。

（
平
成
２
０
年
９
月
１
５
日
）

Ｈ
１
６

大
阪
府
循
環
型
社
会
形
成
に

関
す
る
基
本
方
針
の
策
定

住
宅
地
域
に
お
け
る
夏
の
夜
間
の
気
温
を

下
げ
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
夏
の
熱
帯
夜
数

を
現
状
よ
り
３
割
減
ら
す
な
ど
の
目
標
を
設

定
。

郵
政
民
営
化
関
連
法
に
よ
り
、
日
本
郵
政
株
式
会
社
と
4
つ
の

事
業
会
社
に
分
か
れ
、
民
営
化
。

（
平
成
１
９
年
１
０
月
１
日
）

▲
写
真
９

く
い
だ
お
れ
太
郎
の
写
真

▶
図
１

大
阪
と
日
本
に
お
け
る

年
平
均
気
温
の
推
移

▶
写
真
１
０

ア
ス
ベ
ス
ト
の
画
像

▶
写
真
１
１

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が

使
用
さ
れ
た

コ
ン
デ
ン
サ
ー

ア
ス
ベ
ス
ト
は
石
綿
と
も
呼
ば
れ
、
軟
ら

か
く
、
耐
熱
・
対
磨
耗
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る

た
め
、
建
築
材
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
問
題
は
製
造
中
止
、
回
収
指
示
か

ら
処
理
施
設
整
備
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
そ

の
間
に
多
く
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
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平成１６年（２００４年） ～

新
潟
県
中
越
地
震
（
平
成
１
６
年
１
０
月
２
３
日
）

大
阪
名
物
く
い
だ
お
れ
閉
店

（
平
成
２
０
年
7
月
8
日
）

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
平
成

３
３
年
３
月
末
ま
で
、
低

濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
平
成
３
９

年
３
月
末
ま
で
に
処
理
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
処
理
の
完
了

に
向
け
、
取
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

Ｇ
８
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
。
環
境
・
気
候
変
動
な
ど
を
議
論
。

（
平
成
２
０
年
７
月
７
日
～
９
日
）

Ｈ
２
０

ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
等
の
運
行
に

関
す
る
規
制
「
流
入
車
規
制
」
の
実
施

府 府

府

府 府 府 府



鹿
児
島
県
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
世
界
で
初
め
て
の
温
室
効
果
ガ
ス

観
測
技
術
衛
星
「
い
ぶ
き
」
の
打
ち
上
げ
。

（
平
成
２
１
年
１
月
２
３
日
）

東
北
地
方
で
震
度
7
を
記
録
し
、
地
震
だ
け
で
な
く
津
波
に
よ
る
甚

大
な
二
次
災
害
が
発
生
。

死
者
１
万
９
千
６
６
７
名
、
行
方
不
明
者
２
千
５
６
６
名
、
負
傷
者

６
千
２
３
１
名
（
平
成
３
０
年
９
月
７
日
現
在
）
。

大
阪
市
内
で
第
１
回
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
２
万
９
１
６
３
人

が
参
加
。

ま
た
、
本
大
会
は
出
場
者
全
員
か
ら
募
金
を
募
り
、
医
療
や
環
境
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
分
野
か
ら
希
望
寄
付
先
を
選
択
す
る
仕
組
み
を
採
用
し

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
で
あ
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
文
化
の
普
及
を
目
指

す
。

第
１
回
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
（
平
成
２
３
年
１
０
月
３
０
日
）

東
京
都
墨
田
区
に
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
電
波
塔
と
し
て
開
業
。

平
成
３
０
年
１
２
月
現
在
、
日
本
で
最
も
高
い
建
築
物
。

（
平
成
２
４
年
5
月
２
２
日
）

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
つ
い
て
、

先
進
国
・
途
上
国
両
方
の
削
減
目
標
・
行
動

を
位
置
付
け
。

ま
た
、
緑
の
気
候
基
金
と
い
う
新
た
な
基

金
の
設
立
、
技
術
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
設
立
な
ど

が
明
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、
発
展
途
上
国
向

け
の
気
候
変
動
適
応
計
画
の
策
定
や
、
途
上

国
に
お
け
る
森
林
減
少
・
劣
化
対
策
等
（
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
）
と
い
っ
た
途
上
国
支
援
に
関
連

し
た
事
項
を
盛
り
込
む
。

Ｈ
２
2

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
１
６
回

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
６
）

「
カ
ン
ク
ン
合
意
」

再
エ
ネ
発
電
は
火
力
発
電
な
ど
よ
り
も
発
電

コ
ス
ト
が
高
く
、
導
入
が
進
ま
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。

Ｈ
２
４

Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
の
制
定

Ｈ
２
２

生
物
多
様
性
条
約
第
１
０
回
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
）
が
開
催

「
い
の
ち
の
共
生
を
未
来
に
」

を
テ
ー
マ
に
名
古
屋
で
開
催
。

一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
一
人
一
日
あ
た

り
の
排
出
量
、
再
生
利
用
率
、
最
終
処
分
量

の
３
つ
の
指
標
が
当
時
全
国
ワ
ー
ス
ト
１

（
計
画
期
間
中
に
排
出
量
、
再
生
利
用
率

ワ
ー
ス
ト
１
か
ら
脱
却
し
た
も
の
の
、
計
画

期
間
中
は
全
国
平
均
を
下
回
る
水
準
）
と
い

う
状
況
の
中
、
法
に
基
づ
く
「
廃
棄
物
の
減

量
と
適
正
な
処
理
」
に
加
え
、
「
循
環
型
社

会
の
構
築
」
と
し
て
、
３
Ｒ
に
関
連
す
る
事

項
に
つ
い
て
も
広
く
対
象
と
し
て
策
定
。

Ｈ
２
４

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
制
定

Ｈ
２
４

大
阪
府
循
環
型
社
会
推
進
計
画

の
策
定

世
界
で
始
め
て
天
体
に
着
陸
し
サ
ン
プ
ル
を
持
ち
帰
っ
た
小
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
」
が
地
球
に
帰
還
。

（
平
成
２
２
年
６
月
１
３
日
）

大
阪
市
北
区
に
複
合
商
業
施
設
「
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
」
が
開
業
。

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
。

（
平
成
２
５
年
６
月
２
２
日
）

Ｈ
２
３

大
阪
２
１
世
紀
の
新
環
境
総
合
計
画
の
策
定

府
民
の
参
加
と
行
動
の
も
と
、
「
低
炭
素
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
構
築
」
「
資

源
循
環
型
社
会
の
構
築
」
「
全
て
の
い
の
ち
が
共
生
す
る
社
会
の
構
築
」

「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築
」
の
４
つ
の
分
野
で
施
策
を
推
進
し
、

「
魅
力
と
活
力
あ
る
快
適
な
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
も
の
。

平成

Ｈ
２
１

大
阪
エ
コ
カ
ー
普
及
戦
略
の
策
定

エ
コ
カ
ー
と
は
、
走
行
時
の
排
出
ガ
ス
が
少

な
い
ま
た
は
全
く
出
な
い
環
境
に
や
さ
し
い
自

動
車
の
こ
と
。

本
戦
略
は
、
平
成
３
２
年
（
２
０
２
０
年
）

ま
で
に
府
内
の
自
動
車
の
２
台
に
１
台
を
エ
コ

カ
ー
と
す
る
こ
と
を
目
標
。

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

な
ど
の
小
型
家
電
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
法
律
。

日
本
全
体
で
1
年
間
に
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
小
型
家
電
は
、
約

６
５
万
ト
ン
と
推
定
。
そ
の
中
に

は
鉄
や
銅
、
金
や
銀
と
い
っ
た
有

用
な
金
属
が
多
く
含
有
。

▲
画
像
３

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
／
Ｍ
Ｏ

Ｐ
５
ロ
ゴ
マ
ー
ク

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
虹
を
か
け
る
」
の
「
架
け
る
」

と
「
走
る
」
の
「
駆
け
る
」
を
掛
け
合
わ
せ
た

「
み
ん
な
で
か
け
る
虹
。
」
。

そ
こ
で
、
再
エ
ネ
発
電
の
電
力
を

高
値
で
買
い
取
る
こ
と
で
、
再
エ
ネ

発
電
を
お
こ
な
う
事
業
者
を
増
や
し
、

再
エ
ネ
の
導
入
を
広
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
制
定
。

呼
吸
器
疾
患
、
循
環
器
疾
患
及
び
肺
が
ん

に
関
す
る
様
々
な
国
内
外
の
疫
学
知
見
を
基

に
、
基
準
を
設
定
。

Ｈ
２
１

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
環
境
基
準
の
設
定

☆
Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は

大
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る

２
・
５
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル

以
下
の
小
さ
な
粒
子
の
こ
と

で
す
。
そ
の
大
き
さ
は
、
髪

の
毛
の
太
さ
の
３
０
分
の
１

程
度
と
非
常
に
小
さ
い
た
め
、

肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り
や
す

く
、
呼
吸
器
系
や
、
循
環
器

系
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

画
像
２
▶

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
大
き
さ

平成

社
会
に
関
す
る
出
来
事
＆
大
阪
ニ
ュ
ー
ス

環
境
に
関
す
る
出
来
事

低
炭
素
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

生
活
環
境

廃
棄
物
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平成２１年（２００９年） ～ 平成２５年（２０１３年）

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）

（
平
成
２
３
年
３
月
１
１
日
）

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
の
開
業
（
平
成
２
５
年
４
月
２
６
日
）

Ｈ
２
４

地
方
独
立
行
政
法
人

大
阪
府
立
環
境
農
林
水
産
総
合
研
究
所
の
設
立

環
境
、
農
林
、
水
産
、
食
品
加
工
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、
大
阪
の

風
土
に
適
し
、
速
や
か
に
現
場
で
活
用
で
き
る
技
術
の
開
発
や
調
査
研
究
を
実
施
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被
災
地
で
は
膨

大
な
災
害
廃
棄
物
が
発
生
し
、
復
興
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
大
阪
府
は
岩

手
県
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
協
力
す
る
こ

と
を
決
定
。
あ
ら
か
じ
め
試
験
処
理
に
よ
り

安
全
性
を
確
認
し
た
の
ち
、
大
阪
市
と
協
力

し
て
廃
棄
物
の
受
入
れ
及
び
処
理
を
実
施
。

Ｈ
２
５

大
阪
府
に
お
け
る
岩
手
県
の
災

害
廃
棄
物
処
理
の
開
始

Ｈ
２
５

水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
の
採
択

水
銀
の
排
出
を
削
減
し
、
水
銀
汚
染
防
止
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
採
択
。

府 府 府

府 府



大
阪
市
阿
倍
野
区
に
開
業
し
た
日
本
で

最
も
高
い
ビ
ル
（
平
成
３
０
年
１
２
月
現

在
）
。
施
設
で
は
省
Ｃ
Ｏ
２

に
取
り
組
む

た
め
、
太
陽
光
や
風
を
ビ
ル
全
体
で
活
用

す
る
た
め
の
工
夫
を
導
入
。

生
ご
み
等
を
利
用
し
て
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
を
行
う
最
先
端
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

を
日
本
で
初
め
て
高
層
ビ
ル
に
導
入
。

平
成
２
９
年
に
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

を
受
賞
。

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
の
開
業
（
平
成
２
６
年
３
月
７
日
）

熊
本
県
熊
本
地
方
に
お
い
て
震
度
7
を
記
録
し
、
死
者
２
７
２
人
、
負

傷
者
は
２
千
８
０
８
人
（
平
成
３
０
年
１
０
月
１
５
日
現
在
）
。

改
正
公
職
選
挙
法
が
施
行
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
１
８
歳
以
上
に

引
き
下
げ
。
（
平
成
２
８
年
６
月
１
９
日
）

多
く
の
鉄
道
が
地
震
に
よ
り
運
転
を
見
合
わ
せ
交
通
網
が
ま
ひ
状
態

と
な
り
、
帰
宅
困
難
者
が
多
数
発
生
。

大
阪
市
北
区
、
高
槻
市
、
枚
方
市
、
茨
木
市
、
箕
面
市
で
は
震
度
6

弱
を
記
録
し
、
死
者
６
名
、
負
傷
者
３
６
９
名
（
平
成
３
０
年
１
１
月

２
日
現
在
）
。

大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
（
平
成
３
０
年
６
月
１
８
日
）

北
海
道
胆
振
東
部
で
震
度
7
を
記
録
し
、
死
者
４
１
名
、
負
傷
者
７
４

９
名
（
平
成
３
０
年
１
０
月
２
９
日
現
在
）
。

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
０
２
５
年

５
月
３
日
～
１
１
月
３
日
ま
で
の
１
８
５
日
間
大
阪
の
夢
洲
（
ゆ
め
し

ま
）
で
開
催
予
定
。

世
界
の
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
に
比
べ
、

２
度
未
満
に
抑
え
る
目
標
の
設
定
や
、
す
べ
て

の
国
に
よ
る
削
減
目
標
の
５
年
ご
と
の
提
出
・

更
新
等
を
位
置
づ
け
。
先
進
国
、
途
上
国
を
問

わ
ず
、
歴
史
上
初
め
て
当
時
の
す
べ
て
の
国
が

国
情
に
応
じ
て
自
主
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
実

現
化
し
た
公
平
な
合
意
。

Ｈ
２
８

大
阪
府
循
環
型
社
会
推
進
計
画

の
改
定

前
計
画
で
目
標
と
し
て
い
た
循
環
型
社
会
の

構
築
に
向
け
た
さ
ら
な
る
取
組
み
に
加
え
、
東

日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
大
規
模
災
害

発
生
時
に
お
け
る
廃
棄
物
の
適
正
処
理
体
制
の

構
築
の
項
目
な
ど
を
追
加
。

Ｈ
２
７

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
２
１
回

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
１
）

「
パ
リ
協
定
」
の
採
択

Ｈ
２
７

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
国
連
総
会
で
採
択

☆
特
定
外
来
生
物
と
は

Ｈ
２
９

大
阪
で
ヒ
ア
リ
を
確
認

特
定
外
来
生
物
で
あ
る
ヒ
ア
リ
が
国
内
で
初

確
認
さ
れ
、
大
阪
で
も
発
見
。

ヒ
ア
リ
は
、
毒
針
を
持
ち
刺
さ
れ
る
と
や
け

ど
の
よ
う
な
激
し
い
痛
み
を
生
じ
る
こ
と
か
ら

「
火
蟻
」
の
名
が
あ
る
。

外
来
生
物
の
う
ち
、
生
態
系
、
人
の
生

命
・
身
体
、
農
林
水
産
業
へ
被
害
を
及
ぼ
す

も
の
、
又
は
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
の

中
か
ら
指
定
さ
れ
ま
す
。

平成２６年（２０１４年） ～ 平成３０年（２０１８年）

Ｈ
２
６

お
お
さ
か
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
産
地
消
推
進
プ
ラ
ン
の
策
定

Ｈ
２
８

大
阪
府
森
林
環
境
税
の
創
設

Ｈ
３
０

第
四
次
循
環
型
社
会
形
成
推
進

基
本
計
画
の
閣
議
決
定

Ｈ
３
０

第
五
次
環
境
基
本
計
画
の
閣
議
決
定

自
然
災
害
か
ら
暮
ら
し
を
守
り
、
健
全
な

森
林
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
創
設
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
抑
制
（
省
エ
ネ
型
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
へ
の
転
換
等
）
、
電
力
需
要
の
平
準
化
と

電
力
供
給
の
安
定
化
を
目
標
に
掲
げ
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
構
築
を
目
指
す
た
め
の
取

組
み
を
実
施
。

▶
写
真
１
２

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
の
外
観

画
像
５

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ロ
ゴ
▼

気
候
変
動
の
影
響
へ
の
「
適
応
」
の
着
実
な

推
進
を
図
る
た
め
改
訂
。

今
後
、
緩
和
と
適
応
を
両
輪
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
掲
げ
る
。

Ｈ
２
９

大
阪
府
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
（
区
域
施
策
編
）
の
改
定

近
年
の
台
風
な
ど
異
常
気
象

は
、
気
候
変
動
の
影
響
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
抑
え
る
等
の

「
緩
和
策
」
と
、
温
暖
化
し
て

い
る
地
球
・
都
市
に
適
応
す
る

「
適
応
策
」
が
あ
り
ま
す
。

☆
緩
和
と
適
応
が
重
要
！

画
像
４
▶

お
お
さ
か
気
候
変
動

「
適
応
」
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
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北
海
道
胆
振
東
部
地
震
（
平
成
３
０
年
9
月
6
日
）

熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震

（
平
成
２
８
年
４
月
１
４
日
、
１
６
日
）

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
で
の
万
博
開
催
決
定

（
平
成
３
０
年
１
１
月
２
４
日
）

海
洋
環
境
の
保
護
の
た
め
海
洋
ご
み
に
世
界
が
注
目
。

★
コ
ラ
ム
１
０

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
め
ぐ
る
世
界
の
動
き
」

日
本
で
も
、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦
略
」
を

策
定
す
る
動
き
や
、
企
業
の
自
主
規
制
の
動
き
な
ど
が

広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

海
へ
流
出
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
波
風
で
砕
か
れ
て
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
微
小
な
ご
み
と
な
り
、
海
洋
生
物
の
生
態
系
に
悪
影
響
を

与
え
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
全
廃
す
る
目
標

を
掲
げ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
戦
略
」
を
表
明
し
、
ス
ト
ロ
ー
な
ど
の
使
用
を
禁

止
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
な
ど
、
規
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
２
７

Ｇ
7
エ
ル
マ
ウ
・
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
宣
言
（
ド
イ
ツ
）

Ｈ
２
７

お
お
さ
か
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

対
策
推
進
計
画
の
策
定

建
物
・
地
表
面
の
高
温
化
抑
制
や
人
工
排
熱

の
低
減
等
の
取
組
み
で
あ
る
「
緩
和
策
」
の
推

進
や
、
人
の
健
康
へ
の
影
響
等
を
軽
減
す
る
取

組
み
で
あ
る
「
適
応
策
」
に
つ
い
て
推
進
す
る

こ
と
で
、
熱
帯
夜
日
数
の
削
減
、
暑
熱
環
境
の

改
善
を
目
指
す
。

Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
。

（
平
成
２
８
年
５
月
２
６
日
～
２
７
日
）

府 府 府

府 府

府

Ｈ
２
８

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
海
洋
ご
み
に
関
す
る
報
告
書
を
発
表
。



3.2 

6.2 

11.4 

6.2 

9.9 

3.2 

10.9 

4.8 

11.8 

5.5 

7.4 

10.0 

2.0 

9.9 

7.3 

5.6 

17.4 

6.2 

34.2 

0.5

4.5

4.9

5.1

5.1

5.6

6.5

7.3

7.3

8.7

9.6

9.7

11.1

11.3

14.8

16

25.3

40.4

72.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

水害やがけ崩れの危険があり、安全な暮

らしが出来ない

職場が遠く、通勤に不便である

商店街やショッピングセンターなどの商業

施設が少なく、買い物に不便である

病院、保育所、役所などの公共公益施設

が近くになくて、不便である

スポーツ・レクリエーション施設が整ってい

ない

道路や鉄道などの交通機関が整っていな

い

打ち解けて話し合ったり、気軽に付き合え

る人がいない

学校などの教育施設や教育環境が悪く、

子どもの教育によくない

文化・レジャー施設が近くに無く、余暇生

活に不便である

ゴミが多く、不衛生である

家屋が密集していて、快適な生活ができ

ない

犯罪が多く、安心して暮らせない

下水道が整っていない

今の住宅が古くなったり、狭くなったりし

て、暮らしにくい

物価が高く、暮らしにくい

工場など騒音、悪臭などの公害がある

自然がとぼしく、静かで落ち着いた暮らし

ができない

地価高騰により、適正な価格による住宅

取得が困難になった

めいわく駐車や道路渋滞が多い

平成２年度

平成３０年度

（％）

１位→１位

３位→２位

４位→14位

５位→10位

６位→７位

７位→19位

８位→６位

９位→９位

10位→15位

11位→３位

11位→16位

13位→５位

14位→17位

15位→７位

15位→11位

17位→４位

18位→11位

19位→17位

平成２年度順位→平成３０年度順位

２位→11位

回答数 = 1,000

回答数 = 1,422
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表1は、府民が常々不満に感じていることについて、平成2年度に行った意識調査と、同じ質問を平成30

年度に実施した結果の比較です。

「工場など騒音、悪臭などの公害がある」の割合は、平成２年度では16％で４位だったのが、平成30年

度は5.6％で14位となっており、また「ゴミが多く、不衛生である」の割合は、平成２年度では8.7％で10

位だったのが、平成30年度は5.5％で15位となっています。これら環境に関する項目は、いずれも割合・順

位ともに下がっていました。

平成３０年間での府民の環境に関する意識の変化

図２ 「大阪に」住んでいて、常々不満に感じていることの割合の変遷（平成２年度府民意識調査と
平成30年度調査の比較）


